
1 
 

○ 基本構想案 比較表  

答申 変更案 理由 

序章 

 

私たちのまち「いちのせき」は、平成 17 年９月

に旧一関市、花泉町、大東町、千厩町、東山町、

室根村、川崎村の１市４町２村が合併し誕生、さ

らに、平成 23 年９月に藤沢町と合併し、現在の「一

関市」となりました。 

合併前のそれぞれの市町村では魅力あるまちづ

くりを進めるとともに、生活圏・経済圏・文化圏

を同じくする地域として、互いに連携し、協力し

合いながら地域づくりに取り組んできました。 

 

こうして築きあげられてきた絆をもとに、地域

発展に対する強い意志を結集し、目指すべき将来

像をひとつにする新しいまちが生まれました。 

 

これまで、平成 18 年度（2006 年度）から平成

27 年度（2015 年度）までの 10 年間を計画期間と

する一関市総合計画（基本構想、基本計画、実施

計画）に基づき、基本構想に掲げた将来像「人と

人 地域と地域が結び合い 未来輝く いちのせ

き」の実現に向け、総合的かつ計画的なまちづく

りを進めてきました。 

 

 

序章 

 

私たちのまち「いちのせき」は、平成 17 年９月

に旧一関市、花泉町、大東町、千厩町、東山町、

室根村、川崎村の１市４町２村が合併し誕生、さ

らに、平成 23 年９月に藤沢町と合併し、現在の「一

関市」となりました。 

合併前のそれぞれの市町村では魅力あるまちづ

くりを進めるとともに、生活圏・経済圏・文化圏

を同じくする地域として、互いに連携し、協力し

合いながら地域づくりに取り組んできました。 

 

こうして築きあげられてきた絆をもとに、地域

発展に対する強い意志を結集し、目指すべき将来

像をひとつにする新しいまちが生まれました。 

 

これまで、平成 18 年度（2006 年度）から平成

27 年度（2015 年度）までの 10 年間を計画期間と

する一関市総合計画（基本構想、基本計画、実施

計画）に基づき、基本構想に掲げた将来像「人と

人 地域と地域が結び合い 未来輝く いちのせ

き」の実現に向け、総合的かつ計画的なまちづく

りを進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■連携：互いに連絡をとり協力して物

事を行うこと。 

 よって、「互いに」を削除した。 
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答申 変更案 理由 

また、新市としての基礎づくりに加え、一関、

花泉、大東、千厩、東山、室根、川崎、藤沢の各

地域において、それぞれの特色を生かした事業に

取り組むとともに、地域課題の解決に向けた対応

をしてきたことから、当市の目指す中東北の拠点

都市の形成に向けたまちづくりは順調に進んでい

ます。 

 

一関市は、岩手県南に広がる豊かな風土に抱か

れ、美しい自然と伝統ある特有の文化や産業が息

づき、人々の心のよりどころにもなっています。

こうした財産を資源としてとらえ、育み、生かす

ことで、まちはさらに発展することが期待できま

す。 

 

今後は、少子化、高齢化及び人口減少が進行す

ることが予測されており、地域の活力の低下など

多方面にわたって大きな影響が及ぶことが懸念さ

れます。一関市が活力あるまちとしてさらに発展

していくためには、これらの課題に正面から向き

合いまちづくりを進めていく必要があります。 

 

そのためには、社会経済情勢の変化や課題を踏

まえ、新たな視点で一関市の将来を切り開くため

の計画を定めて、市民、地域、行政がまちづくり

の主体として絆と連携を深め、ともにまちづくり

また、新市としての基礎づくりに加え、一関、

花泉、大東、千厩、東山、室根、川崎、藤沢の各

地域において、それぞれの特色を生かした事業に

取り組むとともに、地域課題の解決に向けた対応

をしてきたことから、当市の目指す中東北の拠点

都市の形成に向けたまちづくりは順調に進んでい

ます。 

 

一関市は、岩手県南に広がる豊かな風土に抱か

れ、美しい自然と伝統ある特有の文化や産業が息

づき、これらは人々の心のよりどころにもなって

います。こうした財産を資源としてとらえ、育み、

生かすことで、まちはさらに発展することが期待

できます。 

 

今後は、少子化、高齢化及び人口減少が進行す

ることが見込まれており、地域の活力の低下など

多方面に大きな影響が及ぶことが懸念されます。

一関市が活力あるまちとしてさらに発展していく

ためには、これらの課題に正面から向き合いまち

づくりを進めていく必要があります。 

 

そのためには、社会経済情勢の変化や課題を踏

まえ、新たな視点で一関市の将来を切り開くため

の計画を定めて、市民、地域、行政がまちづくり

の主体として絆と連携を深め、共にまちづくりを

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「人々の心のよりどころ」の対象と

なる主語を明らかにした。 

「一関市」が心のよりどころではなく、

「風土、自然、文化等」が心のよりど

ころの意であるため。 

 

 

■国立社会保障・人口問題研究所にお

ける用例（「見込まれる」）に合わせた。 

 

■「多方面にわたって～及ぶ」と「及

ぶ」の対象が二重使いとなっているた

め、簡潔な表現とした。 

 

 

■他の用例に合わせた。 



3 
 

答申 変更案 理由 

を進めていくことが大切です。 

 

そして、すべての市民が健康で生きがいのある

暮らしを送ることができ、子どもからお年寄りま

で、みんなの心が通い合い支え合う住み良いまち

を築いていかなければなりません。 

 

また、今を生きる私たちのためだけではなく、

次代を担う子どもたちのために、安心して暮らせ

るまち、自信を持って誇れるまちを創造していく

ことが私たちに課せられた使命です。 

 

私たちは、自らの手で、未来の一関への熱い思

いを込めてこの計画を策定し、みんなで手を携え、

幸せに満ちた明日を創りあげることを目指しま

す。 

 

この基本構想は、平成 28 年度（2016 年度）を

初年度とし、平成 37 年度（2025 年度）を目標年

次とします。 

  

 

 

 

 

 

進めていくことが大切です。 

 

そして、すべての市民が健康で生きがいのある

暮らしを送ることができ、子どもからお年寄りま

で、みんなの心が通い合い支え合う住み良いまち

を築いていかなければなりません。 

 

また、今を生きる私たちのためだけではなく、

次代を担う子どもたちのために、安心して暮らせ

るまち、自信を持って誇れるまちを創造していく

ことが私たちに課せられた使命です。 

 

私たちは、自らの手で、未来の一関への熱い思

いを込めてこの計画を策定し、みんなで手を携え、

幸せに満ちた明日を創りあげることを目指しま

す。 

 

この基本構想は、平成 28 年度（2016 年度）を

初年度とし、平成 37 年度（2025 年度）を目標年

次とします。 

 

 

 

 

 

 

「～とともに、」「共に～する。」 
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答申 変更案 理由 

第１章 一関市の将来像 

みつけよう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一

関 

 

まちの主役は市民一人ひとりです。一人ひとり

が持つ個性や能力を生かしながら、自らが主体と

なってまちづくりを進めることで、いきいきとし

たコミュニティが生まれ、人もまちも輝きます。

 

 

一関市には、人と自然の中で培われた歴史や文

化があり、それぞれの地域には、豊かなコミュニ

ティがあります。市民が地域の中で、自己実現を

目指しながら、互いに認め合い、支え、助け合う

ことにより、生涯にわたり健やかで心豊かに、幸

せを感じながら暮らしていくことができます。 

 

また、自然、歴史、文化などの地域資源だけで

はなく、市民一人ひとりや市民のネットワークも

郷土の宝として育み、まちづくりに活用していく

ことで、新たな魅力が生まれ、将来にわたって誇

れるまちになります。 

 

市民一人ひとりの幸せを実現するため「みつけ

よう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一関」を将

来像に掲げます。 

第１章 一関市の将来像 

みつけよう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一

関 

 

まちの主役は市民一人ひとりです。 

市民一人ひとりが個性や能力を生かしながら、

自らが主体となってまちづくりを進めることで、

いきいきとしたコミュニティが生まれ、人もまち

も輝きます。 

 

一関市には、人と自然の中で培われた歴史や文

化があり、それぞれの地域には、豊かなコミュニ

ティがあります。市民が地域の中で、自己実現を

目指しながら、互いに認め合い、支え、助け合う

ことにより、生涯にわたり健やかで心豊かに、幸

せを感じながら暮らしていくことができます。 

 

また、自然、歴史、文化などの地域資源だけで

はなく、市民一人ひとりや市民のネットワークも

郷土の宝として育み、まちづくりに活用していく

ことで、新たな魅力が生まれ、将来にわたって誇

れるまちになります。 

 

市民一人ひとりの幸せを実現するため「みつけ

よう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一関」を私

たちのまちの将来像に掲げます。 

 

 

 

 

 

 

■まちづくりを進める主体は「市民一

人ひとり」であるとの意を明らかにす

るため「～が持つ」を削除した。 

また、一行目を強調するため改行し

た。 

 

 

■互いに認め合い→そのまま 

 

【確認】「市民一人ひとり」をまちづく

りに「活用」する意となるが、このま

までよいか？ 

※案「生かしていくことで」 

「結びつけることで」 

「参画させていく（させる）ことで」 

「一員とすることで」 

「かかわりを持たせることで」等 

 

■何の（誰の）将来像かを明確にした。 

※他候補 
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答申 変更案 理由 

第２章 将来像を実現するためのまちづくりの

考え方 

将来像を実現するためには、市民、企業、行政

などが協働・連携し、まちづくりに取り組むこと

が必要です。 

そこで、次の４つの考え方でまちづくりを進め

ていきます。 

 

 

 

●「郷土の宝物」 地域資源を活用しよう 

 先人が守り、築いてきた風土である豊かな自

然、歴史、文化や農林水産物、鉱工業品及びそ

の生産技術、観光資源などの地域資源は一関市

に輝きを与える宝物です。 

これらの地域資源を十分に活用するほか、ま

だ気づかれていない資源を市民一人ひとりの知

恵と工夫により掘り起こし、みがき、活用しま

す。 

 

●「市民主体」 自ら考え共に行動しよう 

 市民は、互いに助け合いながらまちづくりに

主体的に参画します。 

 行政は、市民がまちづくりについて知り、考

え、行動できるような市政を推進し、市民とと

もにまちづくりに取り組みます。 

第２章 将来像を実現するためのまちづくりの

考え方 

将来像を実現するためには、市民、地域、企業、

行政などが協力、連携し、協働でまちづくりに取

り組むことが必要です。 

そこで、次の４つの考え方でまちづくりを進め

ていきます。 

 

 

 

●「郷土の宝物」 地域資源を活用しよう 

 豊かな自然、歴史、文化などの風土や農林水

産物、鉱工業品及びその生産技術、観光資源な

どの先人が守り、築いてきた地域資源は、一関

市に輝きを与える宝物です。 

これらの地域資源を十分に活用するほか、ま

だ気づかれていない資源を市民一人ひとりの知

恵と工夫により掘り起こし、みがき、活用しま

す。 

 

●「市民主体」 自ら考え共に行動しよう 

 市民は、互いに助け合いながらまちづくりに

主体的に参画します。 

 行政は、市民がまちづくりについて知り、考

え、行動できるような市政を推進し、市民とと

もにまちづくりに取り組みます。 

「一関市の～」「目指すべき～」 

 

■「協働」と「連携」はこの記載順で

よいか、「・」で接続してよいかを検討

した結果、一関市協働推進アクション

プランを参考に、繋がり（関与）の密

度がステップアップしていく記載とし

た。 

■答申の考え方は「市民」の中には個

人も地域コミュニティも両方の意味を

含んでいるが、総合計画は誰にでもわ

かりやすい表現とすることが望ましい

ので市民、地域と明示した。 

■「先人が守り、築いてきた」、「風土」、

「地域資源」のそれぞれの対象範囲が

判然としなくなったため、審議会で議

論した内容に従って整理した。 

また、読点「地域資源は、～」を入

れ主語を明確にした。 

※「風土（＝自然、歴史、文化など）」 

＋「農林水産物、鉱工業品、生産技術、

観光資源など」 

＝「先人が守り、築いてきた地域資源」 

■互いに助け合い→そのまま 
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答申 変更案 理由 

 市民、企業、行政など多様な担い手が、それ

ぞれの立場や責任に応じて相互に協力関係を築

き、役割を分担し、共に行動します。 

 

●「次世代人材支援」 郷土を誇りに思う心を

育てよう 

 まち全体で人を育てることは、郷土を誇りに

思う心を育み、この誇りが地域づくりを担う気

持ちへとつながります。 

家庭、地域、学校、企業、行政などそれぞれ

の持てる力を結集し、次代の一関を担う人材を

育成します。 

 

●「安全・安心」 みんなで支え合い暮らして

いこう 

 すべての市民が、自然災害や今と将来の生活

などに不安を感じることなく安全に安心して暮

らせることは、まちづくりの根幹となるもので

す。 

 行政、関係機関、地域などが協力し合い、安

全なまちを実現するとともに、いつまでも安心

して暮らしていくことができるよう、市民同士

が互いにつながり、共に支え合います。 

 

 

 

 市民、地域、企業、行政など多様な担い手が、

それぞれの立場や責任に応じて相互に協力関係

を築き、役割を分担し、共に行動します。 

 

●「次世代人材支援」 郷土を誇りに思う心を

育てよう 

 まち全体で人を育てることは、郷土を誇りに

思う心を育み、この誇りが地域づくりを担う気

持ちへとつながります。 

家庭、地域、学校、企業、行政などそれぞれ

の持てる力を結集し、次代の一関を担う人材を

育成します。 

 

●「安全・安心」 みんなで支え合い暮らして

いこう 

 すべての市民が、自然災害や今と将来の生活

などに不安を感じることなく安全に安心して暮

らせることは、まちづくりの根幹となるもので

す。 

 行政、関係機関、地域などが協力し合い、安

全なまちを実現するとともに、いつまでも安心

して暮らしていくことができるよう、市民同士

が互いにつながり、共に支え合います。 

 

 

 

 

■協力：ある目的に向かって力を合わ

せること。 

 よって「相互に」を削除した。 

■「次世代」は基本的に使用せず「次

の世代」とするが、「次世代人材支援」

はタイトルでもあり、変更しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■互いにつながり→そのまま 
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第３章 将来像を実現するためのまちづくりの

目標 

 

将来像を実現するためには、どのような施策に

取り組んでいくかの考えをしっかりと持ち、着実

にまちづくりを進めていくことが必要です。 

そこで、各施策の実施に向けて、事業を体系的

かつ効果的に展開していくため、次の５つをまち

づくりの目標として掲げます。 

 

１ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまち 

まちを持続的に発展させていくためには、地

域を支える産業を振興し、一人ひとりが持てる

力を発揮することができる場を創出することが

必要です。 

 

地域資源や地域特性を生かした事業の創出や

誘致に取り組むとともに、既存産業の振興を図

り、若者が地域に定着する魅力あるまちを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

第３章 将来像を実現するためのまちづくりの

目標 

 

将来像を実現するためには、どのような施策に

取り組んでいくかの考えをしっかりと持ち、着実

にまちづくりを進めていくことが必要です。 

そこで、各施策を体系的かつ効果的に展開して

いくため、次の５つをまちづくりの目標に掲げま

す。 

 

１ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまち 

まちを持続的に発展させていくためには、地

域を支える産業を振興し、一人ひとりが持てる

力を発揮することができる場を創出することが

必要です。 

 

地域資源や地域特性を生かした事業の創出や

誘致に取り組むとともに、既存産業の振興を図

り、若者が地域に定着する魅力あるまちを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「施策の実施」や「事業を～展開」

は基本計画及び実施計画の範疇に入る

ものであり、基本構想の場合は「施策

を～展開」が妥当と考えたため。 

 

■「目標として掲げ～」では間接的な

印象があるため、「目標に掲げ～」と強

調し、ストレートな表現とした。 
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２ みんなが交流して地域が賑わう活力ある 

まち 

 活力ある地域にするためには、新しい風を呼

び込み、市内外で交流、連携し、市民活動や経

済活動を活性化させていかなければなりませ

ん。 

 

 人、もの、情報が行き交うための基盤整備を

促進するとともに、国際化に対応した地域づく

りを進め、活発な交流により活力あるまちを目

指します。 

 

 

３ 自ら輝きながら次代の担い手を応援する 

まち 

将来にわたって誇れるまちづくりを進めるた

めには、家庭、地域、学校、企業、行政などが

一体となり、次代を担う人材を育てることが必

要です。 

 

市民一人ひとりが生涯にわたっていきいきと

暮らしながら、子どもを安心して生み育てられ

る環境づくりにみんなで取り組み、自らが輝き、

人が集うまちを目指します。 

 

 

２ みんなが交流して地域が賑わう活力ある 

まち 

 活力ある地域となるためには、新しい風を呼

び込み、市内外で交流、連携し、市民活動や経

済活動を活性化させていかなければなりませ

ん。 

 

 人、もの、情報が行き交うための基盤整備を

促進するとともに、国際化に対応した地域づく

りを進め、活発な交流により活力あるまちを目

指します。 

 

 

３ 自ら輝きながら次代の担い手を応援する 

まち 

将来にわたって誇れるまちづくりを進めるた

めには、家庭、地域、学校、企業、行政などが

一体となり、次代を担う人材を育てることが必

要です。 

 

市民一人ひとりが生涯にわたっていきいきと

暮らしながら、子どもを安心して生み育てられ

る環境づくりにみんなで取り組み、自らが輝き、

人が集うまちを目指します。 

 

 

 

■地域づくりは自らの課題であるとの

考え方を明確にするため、「地域にす

る」を「地域となる」に改めた。 

なお、「地域になる」もあるが、「～

になる」は直接的であり、達成が近い

印象であるのに対し、「～となる」の方

が達成への距離感があり、その分、地

域づくりへの努力の必要性が表現でき

るため「～となる」とした。 
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答申 変更案 理由 

４ 郷土の恵みを未来へ引き継ぐ自然豊かな 

まち 

豊かな自然は市民の心の支えであり誇りでも

あることから、この貴重な自然の恵みを確実に

次世代へ引き継いでいかなければなりません。

 

 

自然環境と調和した快適で住み良い生活環境

の整備を進めていくとともに、省エネルギー、

再生可能エネルギーの取り組みを推進し、循環

型社会の構築にみんなで取り組み、環境にやさ

しいまちを目指します。 

 

 

５ みんなが安心して暮らせる笑顔あふれる 

まち 

 市民誰もが健康で心豊かに自立した生活を送

るためには、市民、地域、企業、行政などが一

体となって安全な環境を築き、市民が互いに支

え合い安心して暮らせることが必要です。 

 

東日本大震災等の経験を踏まえ、災害に強い

まちを目指すとともに、市民の健康に関する意

識の向上を図り、健康寿命を延ばすための取り

組みを進め、いつまでも笑顔で暮らすことがで

きるまちを目指します。 

４ 郷土の恵みを未来へ引き継ぐ自然豊かな 

まち 

豊かな自然は市民の心の支えであり誇りでも

あることから、この貴重な自然の恵みを確実に

次の世代へ引き継いでいかなければなりませ

ん。 

 

自然環境と調和した快適で住み良い生活環境

の整備を進めていくとともに、省エネルギー、

再生可能エネルギーの取り組みを推進し、循環

型社会の構築にみんなで取り組み、環境にやさ

しいまちを目指します。 

 

 

５ みんなが安心して暮らせる笑顔あふれる 

まち 

 市民誰もが健康で心豊かに自立した生活を送

るためには、市民、地域、企業、行政などが一

体となって安全な環境を築き、市民が互いに支

え合い安心して暮らせることが必要です。 

 

東日本大震災等の経験を踏まえ、災害に強い

まちを目指すとともに、市民の健康に関する意

識の向上を図り、健康寿命を延ばすための取り

組みを進め、いつまでも笑顔で暮らすことがで

きるまちを目指します。 

■「次代」「次世代」については第 8 回

審議会（Ｈ26.12.12 開催）で示したと

おりだが、「次世代」については出来る

だけ使用せず「次の世代」としたい。 

 ただし、第２章の「次世代人材支援」

についてはタイトルでもあり、変更し

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■互いに支え合い→そのまま 
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答申 変更案 理由 

第４章 構想の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市民と行政の協働のまちづくり 

市民が郷土に誇りと愛着を持ち、住み良いま

ちづくりを推進するためには、市民一人ひとり

が自発的に、また互いに、行政と地域の特性や

課題などを共有したうえで、役割を分担しなが

ら、市民自らがまちづくりの主体であり、かつ

担い手であるという意識をもって決定し、実行

していく必要があります。 

 

そのためには、市民と行政とがお互いの信頼

関係を構築して連携して課題に取組んでいく

「協働のまちづくり」の視点が不可欠であり、

自治会やＮＰＯなどをはじめとする市民組織や

企業、行政など多様な主体が互いに支え合い、

補完しながら解決するという考えをもって行動

していくことが大切です。 

第４章 将来像を実現するためのまちづくりの進

め方 

 
 将来像を実現するためには、どのような点に留

意してまちづくりを進めるかを決めておくことが

必要です。 
 そこで、次の３つの推進方策のもと、まちづく

りを進めていきます。 
 
 
１ 市民と行政の協働のまちづくり 

  市民主体の考え方のもと、地域資源を活用し

たまちづくりを進めるためには、市民が郷土に

誇りと愛着を持ち、地域の特性や課題などを共

有しながら、自らがまちづくりの担い手である

という意識を持ってまちづくりに参画し行動し

ていく必要があります。 

 

 

また、市民と行政とが互いの信頼関係を構築

し、連携して課題に取組んでいく「協働のまち

づくり」の視点が不可欠であり、自治会やＮＰ

Ｏなどをはじめとする市民組織や企業、行政な

ど多様な主体が互いに支え合い、補完しながら

行動していくことが大切です。 

 

■章のタイトルを変更。 

 基本構想全体の章立てをより明確に

し、第１章（将来像）を中心にした各

章の位置付けをわかりやすくした。 

 

■第２章、第３章と同様、本文の前に

各章の概要（基本構想全体の中での章

の位置づけ。将来像実現のための役割）

を簡潔に記述した。 

 

 

■本文については、基本的な考え方を

記述することに重点を置き、文章のボ

リュームや内容の具体性については第

２章、第３章とのバランスを考慮し、

圧縮を図った。 

なお、今回削除した部分については、

基本構想ではなく基本計画の中で触れ

ることとしたい。 

 

■互いの信頼関係を→そのまま 

 

 

■互いに支え合い→そのまま 
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答申 変更案 理由 

市では、これまでの地域内のつながりやコミ

ュニティを尊重しながら市民が主体となって行

う地域づくり活動を支援するとともに、活動の

中心的な役割を担う組織や人材の育成、活動の

拠点の充実を図ることにより、地域協働を進め

ます。 

 

市民一人ひとりが地域を創る一員となり、相

互の連携強化と創意工夫により様々な「協働の

形」を作り、行動することによって「支え合い

の仕組みが実践される住み良い地域社会」の実

現を目指します。 

 

 

２ 健全な行財政運営 

 自立性の高い総合行政体の確立に向け、社会

構造の変化に対応した行政サービスのあり方を

検討し、課題や需要に的確にかつ柔軟に対応で

きる機能性を重視した組織機構の体制づくりを

進めます。 

 

また、施策を効果的に展開するための体制の

整備、個別外部監査制度の的確な運用による透

明性の向上、個人情報の適正な取り扱いの確保、

窓口サービスの充実、職員の意識改革の推進な

ど、市民の視点に立った行政運営を行います。

これまで培われてきた地域内のつながりやコ

ミュニティを尊重しながら、市民が主体となっ

て行う地域づくり活動を支援するとともに、活

動の中心的な役割を担う組織や人材の育成、活

動の拠点の充実を図り地域協働を進めます。 

 

 

市民一人ひとりが地域を創る一員となり、相

互の連携を強化しと創意工夫により様々な協働

の形をつくり行動することによって、支え合い

の仕組みが実践される住み良い地域社会の実現

を目指します。 
 

 

２ 健全な行財政運営 

市民と行政の協働のまちづくりのためには、

市民の視点に立った行政運営を行うことが必要

であり、市民への説明責任を果たすとともに透

明性の確保を図ります。 

 
 また、５つのまちづくりの目標を達成するた

めには、その裏付けとなる財政の健全性の確保

が必要であり、中長期的な財政見通しのもと、

コスト縮減に努めるなど健全な財政運営を堅持

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■相互の連携強化と創意工夫により→

連携を強化し、創意工夫により 
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答申 変更案 理由 

 

  さらに、行政改革大綱とこれに基づき改革

を具体に推進する集中改革プランを市民の参加

により策定し、行財政改革を推進するとともに、

負担とサービスの公平性など行政サービスのあ

り方を常に点検し、中長期的な財政見通しのも

とに、経費の節減や効率的、効果的な執行など

健全な財政運営を堅持します。 

 公共施設の管理運営にあたっては、コスト縮

減やサービスの一層の充実等を図る観点から検

討を行い、指定管理者制度の活用や民間団体等

との連携により効率的、効果的な運営を行いま

す。 

 

今後、公共施設の老朽化や人口減少等により

公共施設の利用需要が変化していくことも予想

されることから、公共施設の状況を把握し、サ

ービスの必要性について検討を進め、更新・統

廃合・長寿命化など、効率的な整備を図ります。

 

 

 

 

 

 

 

 

  さらに、少子高齢化や人口減少などの社会構

造の変化に対応した行政サービスが提供できる

よう、課題や需要を常に点検しながら行財政改

革を推進するとともに簡素で効率的な組織機構

の構築を図り、効果的かつ効率的な事業執行に

努めます。 
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答申 変更案 理由 

３ 広域連携の推進 

近隣の市町村がそれぞれの魅力をお互いに活

用し、相互に役割分担し、連携協力することで、

暮らしに必要な諸機能を総体として確保し、効

果的、効率的な行政サービスの展開を図り、安

心して暮らせる地域をつくります。 

特にも、生活圏、経済圏、文化圏を同じくす

る平泉町とは、平泉文化を構成してきた歴史的

な結びつきや文化財資源、観光資源を活用し、

「平泉の世界遺産」を中心として有機的に結び

付け、人口減少や高齢化などに対応できる地域

づくりのため、お互いの特性と機能を尊重しな

がら定住自立圏として一層の連携強化のもと、

共に一体の圏域としての発展を目指します。 

 

 さらには、岩手県南地域、宮城県北地域等の

市町村との連携を図り、災害時の相互応援の取

り組みなど生活圏を超えた圏域との交流や連携

を推進するとともに、中東北の拠点都市として

機能の充実を目指します。 

 

また、これまで培ってきた他地域との友好的

な取り組みを生かしながら、友好都市、姉妹都

市など多彩な交流の推進を図るとともに、「いち

のせき」を全国へ発信します。 

３ 広域連携の推進 

  ５つのまちづくりの目標は一関市のみで成し

得るものではなく、また、関係する自治体等と

協力、連携しながら進めることで、より効果的

なものとすることができます。 

 

  このため、岩手県南地域、宮城県北地域等の

市町村との連携を深め、少子高齢化や人口減少

などの課題に対応できるよう暮らしに必要な諸

機能を総体として確保するとともに、中東北の

拠点都市としての機能の充実を図り、より強く

魅力あふれる圏域の形成を目指します。 

  特にも、生活圏を同じくし定住自立圏を形成

する平泉町とは、互いの特性と機能を生かしな

がら一層の連携強化を図り、一体の圏域として

の発展を目指します。 

 

 

 

 

  また、姉妹都市、友好都市等と培ってきたこ

れまでの取り組みを生かしながら、各地域との

多彩な交流を推進し「いちのせき」を広く世界

に発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■互いの特性と→そのまま 

 


